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■締め切り／ 12月18日（月）消印有効
■応募先／〒 108-0074 港区高輪 3-25-23 京急第2ビル 3F（株）京急アドエンタープライズ 『なぎさ』606号 詩募集係

E-mail : nagisa.hiroba@keikyu-ad.co.jp

■応募方法／はがきか封書、またはEメールに下記必要事項をご記入の上、ご応募ください。
　詩とタイトル（詩は300字程度）、郵便番号、住所、氏名（匿名希望の場合はペンネームも）、年齢、性別、電話番号、（Eメー
　ル応募の場合）メールアドレス、本誌のご感想
※掲載された方には京急オリジナルQUOカード（1,000円分）を進呈します。※作品の掲載発表は冊子の発行をもって代えさせてい
ただきます。応募作品は返却いたしません。誤字など応募作品に一部加筆・修正させていただく場合があります。※応募作品の使
用権は京浜急行電鉄（株）に帰属します。発表の作品に著作権侵害等が発生した場合、一切の責任は負いかねます。

あなたにとっての京急を詩にしてみませんか？
「忘れられないあの日の車内アナウンス」「お父さん、3年前に見た三浦海岸の夕陽を覚えていますか？ あれから……」

京急沿線の思い出、お気に入りの電車や駅、車窓の風景など、『なぎさ』に掲載する詩を募集しています。

私
と
い
う
時
間

京
急
川
崎
か
ら
終
点
の
小
島
新
田
ま
で
約
十
分

穏
や
か
で
緩
や
か
な
時
が
過
ぎ
て
い
く

子
供
の
頃
　
私
は
大
師
線
が
好
き
だ
っ
た

窓
枠
の
下
　
両
側
に
あ
る
つ
ま
み
を

親
指
で
カ
チ
ッ
と
押
し
て
上
げ
る

そ
う
や
っ
て
窓
を
開
け
る
と
　
川
崎
の
匂
い
が
し
た

川
崎
の
熱
気
の
よ
う
な
　
工
場
の
匂
い

今
は
も
う
そ
の
匂
い
は
し
な
い
け
れ
ど

小
島
新
田
の
向
こ
う
側
に
広
が
る
工
場
夜
景
は

メ
タ
リ
ッ
ク
に
輝
き
　
名
所
と
な
っ
て
い
る

子
供
の
頃
　
私
は
大
師
線
が
好
き
だ
っ
た

と
い
う
過
去
形
で
は
な
く

大
人
に
な
っ
た
今
も
　
私
は
大
師
線
が
好
き
だ

赤
い
電
車
に
乗
っ
て
過
ご
す
約
十
分

穏
や
か
で
緩
や
か
な
私
と
い
う
時
間

作
／
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
恵
子
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町工場のカケラをあつめて

町工場の扉を色鉛筆で記録する、「オオタノカケラ」の運営者・酒
さか
百
お
宏
こう
一
いち
さん。

今号では酒百さんと一緒に、日常のありふれた風景を、視点を変えて見てみよう。
日本のノスタルジーを辿るまち歩き、機械職人が育てた蒲田へ。

町工場のカケラをあつめて
特集 京急蒲田駅
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が
働
い
て
い
た
こ
の
工
場
を
使
っ
て
、

何
か
で
き
な
い
か
と
。
空
間
を
そ
の

ま
ま
残
し
て
、
自
由
に
ア
ー
ト
が
集
ま
り
、
文

化
を
発
信
す
る
場
に
な
れ
ば
、
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に
し
ま
し
た
」

　

そ
う
話
す
の
は
、
水
口
惠
子
さ
ん
。
４
年
前
に

父
親
を
亡
く
し
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
オ
ー
プ
ン
し
て

２
年
半
に
な
る
。
こ
の
場
所
で
は
、
現
在
、
酒
百

宏
一
さ
ん
が
運
営
す
る
「
オ
オ
タ
ノ
カ
ケ
ラ
」
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
不
定
期
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

丸
、キ
ュ
ー
ブ
、長
方
形
、曲
線
…
…
、「
ギ
ャ

ラ
リ
ー
南
製
作
所
」
の
扉
を
開
け
る
と
、
見
た

こ
と
が
な
い
道
具
が
ず
ら
り
。
ど
れ
も
一
点
モ

ノ
。
こ
れ
は
、
酒
百
さ
ん
が
、
大
田
区
に
あ
る

町
工
場
の
道
具
や
部
品
を
集
め
た
も
の
。
職
人

た
ち
が
、
作
業
効
率
を
第
一
に
、
手
の
大
き
さ
、

握
り
加
減
を
考
え
て
開
発
し
た
、
道
具
を
つ
く

る
た
め
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
道
具
だ
。

　

オ
オ
タ
ノ
カ
ケ
ラ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

色
鉛
筆
を
使
っ
て
「
フ
ロ
ッ
タ
ー
ジ
ュ
」
と
い

う
作
業
を
行
う
。
フ
ロ
ッ
タ
ー
ジ
ュ
と
は
、
フ

ラ
ン
ス
語
で
〝
こ
す
る
〟
と
い
う
意
味
。
鉄
や

木
な
ど
の
凹
凸
面
に
紙
を
置
い
て
、
上
か
ら
色

鉛
筆
な
ど
で
こ
す
り
、
図
柄
を
紙
面
に
写
し
取

「
ず
っ
と
そ
こ
に
あ
り
続
け
る
こ
と
で
存
在
す
る
も
の
に

 

目
を
向
け
る
こ
と
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
し
た
」

ひ
と
の
営
み
を
記
憶
す
る
。

職人さんたちが長年使い込んだ道具たち。
ただのスケッチでは正確に写せない風合いを感じる。

「
父

4



町工場のカケラをあつめて

る
描
画
技
法
だ
。

 

「〝
こ
す
る
〟
と
い
う
感
覚
は
、〝
見
る
〟
よ
り

も
モ
ノ
に
寄
り
添
う
こ
と
が
で
き
る
。
見
る
だ

け
で
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
、
凹
み
や
歪
み
が
紙

の
上
に
浮
か
び
上
が
る
と
、
当
時
、
そ
の
道
具

を
使
っ
て
い
た
職
人
さ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
癖

や
、
使
っ
て
い
る
う
ち
に
形
が
変
わ
っ
て
い
っ
た

道
具
の
歴
史
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」

　

と
、
酒
百
さ
ん
。
こ
の
活
動
を
は
じ
め
た
の

は
、
ひ
と
り
の
男
性
と
の
出
会
い
が
き
っ
か
け

だ
っ
た
と
い
う
。

 

「
蒲
田
で
、
89
歳
に
な
る
ま
で
、
切
削
加
工
を

す
る
工
作
機
械
の
旋
盤
を
扱
っ
て
い
た
職
人
さ

ん
が
い
ま
し
た
。
彼
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
、

息
子
さ
ん
が
〝
親
父
が
ず
っ
と
や
っ
て
き
た
こ

と
を
何
か
に
活
か
し
て
欲
し
い
〟
と
、
大
田
区

役
所
を
訪
ね
て
き
た
の
で
す
」。
役
所
の
担
当

者
か
ら
相
談
を
持
ち
か
け
ら
れ
た
酒
百
さ
ん

は
、
２
０
１
３
年
、
そ
の
職
人
さ
ん
の
工
場
を
、

オ
オ
タ
ノ
カ
ケ
ラ
の
拠
点
と
し
た
。

 

「
日
本
の
近
代
工
業
を
支
え
て
き
た
大
田
区

の
町
工
場
で
す
が
、
い
ま
で
は
半
数
以
下
に

減
少
。
フ
ロ
ッ
タ
ー
ジ
ュ
は
、
町
工
場
の
活

躍
を
、形
（
作
品
）
と
し
て
記
憶
に
残
し
ま
す
。

失
い
か
け
て
い
た
ま
ち
の
歴
史
や
ひ
と
び
と
の

交
流
を
、
新
し
い
モ
ノ
づ
く
り
で
再
生
で
き
れ

ば
」。
こ
う
し
て
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

トタン屋根の家の外
には、アルミ缶や鉄
の棒。災害が来ても
大丈夫なように、出
入り口は高くするな
ど、絶妙な職人の知
恵が光る。

まち歩きで感じる時代の流れ
路地を歩くと、「△△製作
所」の看板がそこかしこ
に。「部品の製造が、安価
で発注できる海外工場へ
シフトするようになると、
大通りではマンションや
駐車場を見かけるように
なりました」と、酒百さん。

Meow
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和
の
後
半
、
日
本
の
中
小
企
業
の

数
は
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い
た
。当
時
、

町
工
場
の
ひ
と
た
ち
は
、
大
手
企
業
に
と
っ
て

〝
か
ゆ
い
と
こ
ろ
に
手
が
届
く
〟
部
品
を
つ
く

る
ス
ー
パ
ー
職
人
。
マ
ン
モ
ス
企
業
を
相
手
に
、

食
住
一
体
型
の
家
内
工
業
で
、
新
幹
線
や
瀬
戸

大
橋
な
ど
、
日
本
の
進
化
の
証
と
も
い
え
る
大

き
な
構
造
物
の
要
と
な
る
部
品
を
つ
く
り
続
け

て
き
た
と
い
う
。

　
と
く
に
、
京
急
蒲
田
駅
か
ら
東
京
湾
へ
と
続

く
呑
川
一
帯
エ
リ
ア
の
住
人
た
ち
は
、
江
戸
時

代
の
海
苔
の
養
殖
か
ら
は
じ
ま
り
、
農
業
、
工

業
へ
と
、
時
代
が
求
め
る
産
業
に
合
わ
せ
て
、

次
々
と
変
遷
を
遂
げ
て
き
た
。
今
で
も
平
日
に

こ
の
周
辺
を
歩
く
と
、ガ
シ
ャ
ン
、ガ
シ
ャ
ン
と
、

機
械
を
動
か
す
音
が
聞
こ
え
て
く
る
。

 

「
住
宅
の
中
に
工
場
が
溶
け
込
ん
で
い
る
風
景

に
は
、
都
会
に
い
な
が
ら
ひ
と
の
営
み
を
感
じ

ま
す
。
と
く
に
変
遷
が
激
し
い
蒲
田
に
住
む
ひ

と
た
ち
は
〝
生
き
る
〟
こ
と
に
た
く
ま
し
い
か

ら
、ま
ち
全
体
に
活
気
も
あ
り
ま
す
よ
ね
」
と
、

酒
百
さ
ん
。

　
現
在
、
オ
オ
タ
ノ
カ
ケ
ラ
の
ま
ち
歩
き
＆

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
、「
自
分
た
ち
が
住
む
ま

Drawing
memories of Kamata

「
語
り
か
け
る
ア
ー
ト
で
、

 

ま
ち
の
記
憶
と
未
来
を
つ
な
い
で
い
き
た
い
」

色
鉛
筆
で
甦
る
、蒲
田
の
音
。

昭
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町工場のカケラをあつめて

ち
の
こ
と
を
も
っ
と
知
り
た
い
」
と
い
う
、引
っ

越
し
て
来
た
ば
か
り
の
女
性
な
ど
毎
回
15
人
程

度
、
参
加
し
て
い
る
と
い
う
。

 

「
ま
ち
中
に
あ
る
欄ら

ん

干か
ん

は
、〝
欄
干
〟
と
し
て

見
る
と
サ
ビ
や
汚
れ
が
気
に
な
る
け
れ
ど
、
固

有
名
詞
を
外
す
と
、
色
合
い
に
味
が
あ
っ
た
り
、

形
が
面
白
か
っ
た
り
す
る
ア
ー
ト
作
品
。
過
去

を
記
憶
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
場
所
に

ず
っ
と
あ
る
も
の
に
気
づ
き
、
あ
た
ら
し
い
価

値
を
見
つ
け
る
。
こ
れ
が
、
ア
ー
ト
で
ま
ち
を

見
直
す
試
み
の
醍
醐
味
で
す
」

　
色
鉛
筆
と
い
う
柔
ら
か
な
タ
ッ
チ
で
、
ノ
ス

タ
ル
ジ
ー
を
形
に
残
し
て
い
く
オ
オ
タ
ノ
カ
ケ
ラ

の
取
り
組
み
。
そ
の
作
品
た
ち
は
、
蒲
田
の
ひ

と
び
と
が
色
付
け
て
き
た
〝
生
き
る
た
め
の
営

み
〟
に
目
を
向
け
て
み
よ
う
と
、
語
り
か
け
る
。

15
の
時
か
ら
エ
ン
ジ
ン
ベ
ル
ト
を

つ
く
り
続
け
て
、
今
年
で
57
年
目
。

ミ
ミ
ズ
の
よ
う
な
ネ
ジ
、

こ
れ
が
日
本
を

支
え
て
い
る
の
で
す
。
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1980 年に、旧呑川を埋め立てられて
できた緑地公園。 散策しながら川の
名残を感じることができる。

旧呑川緑地2

旧呑
川緑

地

5

3

1

2

GOAL

ワークショップ会場

由来は定かではないが、昔はこ
の橋を渡って東京へ出ると帰っ
て来なかったとか?!

不帰橋（きらすばし）跡1

80年近く続く老舗の蕎麦屋。某テ
レビ番組も注目した、昭和にタイム
スリップしたような店内は一見！

火の見庵3

●☎ 03-3742-8240 ●住 大田区西糀谷2-1-8
●営 11:00～LO19:00（売り切れ次第終了）
●休 日曜日

お
い
で
通
り

糀谷駅から続く商店街。

古くからあるうなぎ屋や

町中華などで賑わう。

酒百 宏一 （さかお・こういち）
1968年石川県金沢市生ま
れ。東京工科大学教授。フ
ロッタージュという美術の
描画技法を駆使したオリジナルの方法で作
品づくりを続ける。2006～15年、越後妻有
アートトリエンナーレ、09～15年、水と土の
芸術祭など、地域プロジェクトによるアート
イベントに作品を出展。13年、プロジェクト
として「オオタノカケラ」の活動を開始。

【お問い合わせ・応募先／オオタノカケラ事務局】
■東京工科大学デザイン学部 酒百宏一  ■ mail ／otanokakera@gmail.
com ■ Facebook ／ https://www.facebook.com/otanokakera

-PROFILE-

4

100㎡ある工場跡地のギャ
ラリー。ライブや展示、ワー
クショップなど、ジャンル不
問のイベントを開催中。
●☎ 03-3742-0519 ●住 大田区西糀
谷 2-22-2 ●問 http: //2222gmf.
blogspot.jp/

まち歩きで聞こえてくる、
町工場の営み。

WORKSHOPに参加しよう!
ピンときた道具を選んでフロッタージュ。色鉛筆
で写し取るだけの作業でも、色の付け方や力の
入れ加減で個性が出ます。完成した作品は、つな
ぎ合わせて、大きな作品として展示します。

オオタノカケラ

個性溢れる看板も
要チェック！

ギャラリー南製作所4

8



京
急

蒲
田

町工場のカケラをあつめて

15

至
糀
谷

至
梅
屋
敷

至
雑

色

START!

キネマ通り商店街

8

7

6

集合場所

面影はないが、蒲田梅園
と鎌倉時代に六郷一帯を
治めていた領主の館跡。

弾正橋（だんじょうばし）8

商店街名は、かつて「蒲田キネマ」
という映画館があったことに由来。
昭和全盛期、町工場の職人たちが
通い、賑わっていた。

キネマ通り商店街10

海苔採取業者の運搬、物資の
荷揚げ場だった場所。まち歩
きのスタート地点！

夫婦橋親水公園7

江戸の安政年間以前より居を構える、老舗
の川魚料理専門店。店主が買い付ける良
質なうなぎ、どじょうは絶品。こだわりの
どじょうは、丸ごと煮て食べる昔スタイル。
●☎ 03-3742-2958 ●住 大田区西糀谷1-19-20
●営 11:30～13:30、16:30～22:00 ●休 月曜日

川松5 うなぎ どじょう 

松葉用水跡  6

蒲田は、古いものと

あたらしいものが

混在していて、

発見がいっぱい！

10

蛇行した道筋に

名残がある。

古くから続く町工場が点在するエリ
ア（オレンジ点線の内側）。まち歩き
で見かける駐車場や福祉施設、新し
い建売住宅のほとんどが、町工場の
跡地に建っている。

呑川一帯9

9

北野神社

探索ルート

呑川

9



参考資料： 『鶴見花月園秘話 東洋一の遊園地を創った平岡廣高』（齋藤美枝著／鶴見区文化協会発行）
『東洋第一大遊園地 鶴見花月園名所（八枚組）No.1』共に横浜市鶴見図書館所蔵
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京
急
電
鉄
の
謎

東
洋
一
の
遊
園
地
が
あ
っ
た
駅

駅
名
シ
リ
ー
ズ
其
の
二
・
花
月
園
前
駅

花月園古地図

花月園前駅の歩み
History of KAGETSUEN-MAE Sta.

・1914（大正3）年
4 月に「花月園前駅」開業

・1914（大正3）年
5 月に「鶴見花月園」開園

・1950（昭和25）年
「花月園競輪場」開業

・1971（昭和46）年
橋上駅となる

に
は
、
鶴
見
が
風
光
明
媚
な

土
地
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
東

福
寺
が
子
育
祈
願
の
寺
だ
っ

た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る

が
、
そ
の
背
景
に
は
、
子
育
て

に
恵
ま
れ
な
い
環
境
で
、
家
業

の
料
亭
を
支
え
て
く
れ
た
芸

者
た
ち
へ
の
償
い
の
気
持
ち
が

込
め
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い

か
と
言
わ
れ
て
い
る
。こ
の「
鶴

見
花
月
園
」
へ
の
ア
ク
セ
ス
と

し
て
誕
生
し
た
の
が
、「
花
月

園
前
駅
」
で
あ
る
。

　

新
し
い
も
の
好
き
で
、
好
奇

心
旺
盛
だ
っ
た
平
岡
は
、
園

内
に
長
さ
50
ｍ
の
大
山
す
べ
り

（
す
べ
り
台
）
や
電
気
車
、
観

覧
車
、
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
場
な

ど
を
次
々
に
設
置
し
、
子
ど
も

達
を
熱
狂
さ
せ
た
。
１
９
２
２

年
に
は
花
月
園
少
女
歌
劇
が

開
場
し
、「
西
の
宝
塚
、
東
の

花
月
園
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど

話
題
に
。
デ
ビ
ュ
ー
前
の
美
空

ひ
ば
り
も
こ
こ
で
稽
古
を
積

ん
だ
と
い
う
。
こ
の
大
正
末

期
か
ら
昭
和
初
期
が
「
鶴
見

花
月
園
」
の
黄
金
期
。
広
さ

７
万
坪
ま
で
に
な
っ
た
園
は
、

東
洋
一
の
大
遊
園
地
と
称
さ

れ
、
栄
華
を
誇
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
近
隣
に
登
場

し
た
遊
園
地
「
多
摩
川
園
」

な
ど
と
の
競
争
や
世
界
恐
慌

の
あ
お
り
を
受
け
て
、「
鶴
見

花
月
園
」
は
平
岡
個
人
の
経

営
で
は
立
ち
行
か
な
く
な
り
、

１
９
３
３
年
、京
浜
電
鉄
（
現
・

京
急
電
鉄
）
と
大
日
本
麦
酒

を
大
株
主
と
す
る
株
式
会
社

花
月
園
と
な
っ
た
。
そ
の
後

は
太
平
洋
戦
争
に
翻
弄
さ
れ
、

１
９
４
６
年
11
月
に
閉
鎖
。

１
９
３
４
年
に
生
涯
を
閉
じ

た
平
岡
は
、
そ
の
最
後
を
彼

岸
で
ど
う
見
た
だ
ろ
う
か
。

 「
花
月
園
競
輪
場
」
を
経
た
こ

の
地
で
は
、
現
在
、
２
０
２
０

年
の
完
成
を
目
指
し
、
公
園

と
宅
地
の
一
体
的
な
整
備
が
進

ん
で
い
る
。
鶴
見
花
月
園
公
園

（
仮
称
）に
は
大
す
べ
り
台
を

設
置
す
る
予
定
も
あ
る
と
い

う
。「
花
月
園
前
」
の
名
で
あ

り
続
け
た
駅
は
、
70
年
あ
ま

り
の
間
、
こ
の
と
き
を
待
っ
て

い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

０
１
０
年
３
月
、

60
年
の
歴
史
に
幕

を
下
ろ
し
た
「
花

月
園
競
輪
場
」。
最
寄
駅
だ
っ

た
「
花
月
園
前
駅
」
は
、
競
輪

開
催
日
に
急
行
を
臨
時
停
車

さ
せ
た
り
、
き
っ
ぷ
の
特
別
発

売
所
を
設
置
す
る
な
ど
し
て
、

そ
の
運
営
に
寄
り
添
っ
て
き
た

が
、実
は
、
駅
の
由
来
は
競
輪

場
で
は
な
く
、
か
つ
て
こ
の
地

に
あ
っ
た
遊
園
地
に
あ
る
。

　

１
９
１
４
年
５
月
、
パ
リ

の
遊
園
地
に
感
銘
を
受
け
た
、

新
橋
の
料
亭
花
月
楼
の
主
人
・

平
岡
廣
高
が
、
東
福
寺
境
内

跡
地
に
「
鶴
見
花
月
園
」
と
い

う
遊
園
地
を
開
園
し
た
。
平

岡
が
こ
の
地
を
選
ん
だ
理
由

2
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FUTURE OF KEIKYU

町
ボ
ブ
ス
レ
ー
」

を
ご
存
知
だ
ろ
う

か
。
大
田
区
の
町
工

場
１
０
０
社
以
上
が
力
を
結
集

し
て
ボ
ブ
ス
レ
ー
の
ソ
リ
を
作

り
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
代
表
チ
ー
ム

に
無
償
提
供
し
て
い
る
の
だ
。

　

ソ
リ
に
は
技
術
力
が
必
要

と
さ
れ
、
欧
州
で
は
Ｂ
Ｍ
Ｗ
、

フ
ェ
ラ
ー
リ
な
ど
、
錚
々
た
る

自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
開
発
に
携

わ
る
。
そ
ん
な
中
、
な
ぜ
町
工

場
が
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た

の
か
？　
「
下
町
ボ
ブ
ス
レ
ー

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
発
起
人
で
、
現
在
は
ゼ
ネ
ラ

ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
務
め
る
細

貝
淳
一
さ
ん
は
こ
う
語
る
。

  

「
き
っ
か
け
は
危
機
感
で
す
。

大
田
区
は
も
の
づ
く
り
の
町
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

こ
30
年
で
工
場
数
は
３
分
の

１
に
な
り
、
減
少
の
一
途
を
た

ど
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
航
空

機
やiPhone

な
ど
の
パ
ー
ツ

は
大
田
区
で
製
造
し
て
い
る
も

の
が
多
く
、
技
術
力
は
世
界
有

数
。
そ
こ
で
、
全
員
が
経
営
者

と
い
う
ア
イ
デ
ア
力
、
ひ
と
つ

の
製
品
を
〝
仲
間
回
し
〟
で
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
に
作
り
上
げ
る
連

携
力
な
ど
、
町
工
場
の
強
み
を

活
か
し
、
国
際
的
な
Ｐ
Ｒ
を
し

た
い
と
考
え
ま
し
た
」

　

細
貝
さ
ん
自
身
、大
田
区
で
ア

ル
ミ
材
料
を
加
工
・
販
売
す
る

会
社
「
マ
テ
リ
ア
ル
」
を
経
営

す
る
。
部
品
ご
と
の
技
術
が
優

れ
て
い
て
も
、
単
体
で
は
宣
伝

が
難
し
い
と
感
じ
て
い
た
の
だ
。

　

町
工
場
に
足
り
な
い
検
証
作

業
な
ど
の
工
程
は
、
細
貝
さ
ん

ら
の
要
請
に
よ
り
、
大
手
企
業

が
協
力
。
晴
れ
て
、企
業
ス
ケ
ー

ル
の
垣
根
を
超
え
た
、
日
本
が

世
界
と
戦
う
プ
ロ
ダ
ク
ト
づ
く

り
の
仕
組
み
が
完
成
し
た
。

　

ソ
チ
五
輪
で
は
、
日
本
代
表

チ
ー
ム
は
採
用
を
見
送
っ
た
。

し
か
し
以
降
も
改
良
を
重
ね
た

結
果
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
代
表
チ
ー

ム
に
選
ば
れ
、
現
在
は
彼
ら
と

と
も
に
平
昌
五
輪
を
目
指
す
。

挑
戦
は
道
半
ば
。
大
田
区
の
技

術
力
は
進
歩
し
続
け
て
い
る
。

– いま、見えてくる京急沿線の未来 File.12–

下町ボブスレーネットワークプロジェクト

“ものづくり”で世界に挑む

「
下

ジャマイカチームは、1988
年にオリンピックに初出場。
その模様を映画化した『クー
ル・ランニング』は大ヒット
した。「下町ボブスレー」を
2016年から採用している。

スカイマークのジェット機を丸ごと
１機ラッピングし、華やかにＰＲ。
“下町ボブスレー飛行機”が空を
飛んだ。

「氷上のＦ１」とも言われる競技、ボブスレー。ソリは時速130km以上で滑走する。
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B

F
D

134

134

16

新
大
津

至 京急大津

よこすか海岸通り

横須賀
魚市場

大津公園

海辺つり公園

東京湾

至 

北
久
里
浜

ひと駅ごとに行きたいまち

カメラ必須の京急線分岐エリア

普通電車 の旅
vol.56

1942年にそれぞれ現在の地に開業した堀ノ内
駅、新大津駅。駅とともに発展してきた街は、閑
静でありながら、海沿いを走る京急の電車が見え
る高台や、緑豊かな公園など撮影スポットがいっ
ぱい。冬のやわらかな光を感じながらのんびり
歩けば、地図にはない隠れ名所も見つかるかも。

堀ノ内＆新大津駅 編
ほりのうち しんおおつ

京 急 線 　

１ 海を撮るなら堀ノ内駅、緑を撮るなら新大津駅
2 「いいね！」が集まるインスタ映えグルメもたくさん
3 消火栓蓋や歩道橋の手すりにも注目
4 堀ノ内駅では“隠れけいきゅん”を探そう
5 新大津駅付近には風邪を治すお地蔵さんがいる!?

●☎ 046-821-5323 ●住 横須
賀市三春町 3-35 ●営 11:30
〜15:00、17:00〜21:00
●休 水曜日（祝日の場合は翌日）
●料 海鮮麺〜海の幸の汁そば

（塩味）1,000円他

●☎ 046-836-3570（9:00〜16:00）
●住 横須賀市大津町 4-22-22

諸行開発、守護、武勇の神様
として広く崇敬される地元
の守り神。2024年に御鎮
座1200年を迎える。

D. 大津諏訪神社

ご主人の十八番は、 海
鮮と野菜をふんだんに
使った海鮮麺。絶妙な
塩加減と旨味が詰まっ
たスープが、体を隅々ま
であたためてくれる。

C. 創作中華 天空

海釣りの他に散歩や遊具遊びができ
る人気スポット。猿島や房総半島を
眺めながら海に面したボードウォーク
を歩けば、気分は大型客船の上。
●☎ 046-822-4022（8:30〜17:30） ●住 横須賀
市平成町3-1 ●開 5:00〜22:00 ●休 無休 ※天候
などにより休園する場合があります。●料 入園無料

B. 海辺つり公園

新大津駅から
国道134号線に向かう
道沿いにいるよ

隠れけいきゅん

PhotoSpot 02

ファスナーのような
京急本線と京急久里
浜線。快特は走らない
けれど、実は浦賀行き
の線路が“本線”。
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C

E

F

A

134

16

堀ノ内

眺めのよい駅

堀ノ内駅

菊
き く

池
ち

  勉
つとむ

さん

昨年の11月にリニューアルし、トイレなどを含
め、より使いやすい駅に生まれ変わりました。
駅舎だけではなく、海や線路など様々な景色
が広がるホームも自慢です。

至
 県

立
大

学

よこすか海岸通り

横須賀
魚市場

大津公園

三春町公園

山本
精肉店

海辺つり公園

至 

北
久
里
浜

思わず撮りたくなる、この街の魅力。
撮った写真は「#京急なぎさ」をつけて　　　　　　　に投稿しよう！

フォトスポット
発見！

●☎ 046-823-1550 ●住 横須賀市大津町 5-4-1 ●料 入園無料 ※野球場などの施設
利用についてはhttp://oppama.y-parks.jp/ootsu/をご確認ください。

野球場やテニスコートなど設備が充
実した公園は、かつて旧海軍の射撃場
だったとか。一周400mのウォーキン
グロードは、木漏れ日が気持ちいい。

E. 大津公園

●☎ 046-827-0141 ●住 横須賀市平成町3-5-1 ●営 月〜土10:00〜15:00（LO14:30）、
17:00〜21:30（LO21:00）、日・祝日11:00〜15:00（LO14:30）、17:00
〜21:30（LO21:00）●休 不定休 ●料 日替わりA定食 1,000円他

魚市場直結ならではの獲れたて地
魚が味わえる食堂。メニューはそ
の日の漁次第。この日のA定食は、
アジの姿造りと天ぷらに、ごはん、
お味噌汁、小鉢、お漬物。

A. 魚がし食堂 はま蔵
くら

●☎ 046-876-5045 ●住 横須賀市大津町 4-5-13
●営 11:30〜LO14:00、18:30〜LO21:30 ※日・
祝日は18:30〜LO21:00 ●休 要お問い合わせ
●料 7品のディナーコース 3,500円他

オススメは、7品で3,500円というコス
パ抜群のディナーコース。横須賀、三浦
産の食材を主役に、フレンチや和食のテ
イストを取り入れたイタリアンを堪能。

F. いたり庵

特上
とんかつ弁当
700円

昭和33年創業の地域の
台所。精肉の他、焼豚などの
総菜や約40種類のお弁当が
買える。注文を受けてから
詰めるお弁当は、アツアツの
うちに召し上がれ！

03

02

01

新安浦港
直売所

シェフは元大手

イタリア料理店の

総料理長！

PhotoSpot 01

南国の雰囲気漂う
よこすか海岸通り沿いに、
オブジェを発見。
色は京急の電車と
お揃いの赤、青、黄色。

PhotoSpot 03

東京湾を背に走る
京急の電車は、三春
5丁目第3公園の上で。
絶景を目指して、長い
階段を上り切ろう。

●☎ 0120-015-129

1月には名物のワカメが
出回る。潮通しがよく、
栄養が豊富な横須賀の海
で育った肉厚なワカメを
ご賞味あれ。浜焼コーナーも。
●☎ 046-822-1052
●営 土・日10:00〜14:00頃
　 ※天候による休業あり

堀ノ内駅から
海辺つり公園に
向かう道にあるよ

13



京急沿線の新着＆おでかけ情報

©講談社

Photographer ／村上未知（表紙、3）、濱口太（12）　Writer ／塚原沙耶（11）　Illustration ／横山吉朋（2、8、12）

路線図

※冊子内の価格はすべて税込です。

■応募券配布期間／12月25日（月）まで ■会場／ウィング各館（新橋、
高輪、川崎、久里浜 ※上大岡は除く） ■詳細／HP、館内ポスターなど

ウィング各館にて、期間中に1会計
3,000円（税込）以上お買い上げでご応
募いただける「PREMIUM PRESENT」
を実施します。今年は、ベトナムのビー
チリゾート・ダナンでの3泊4日など、
大切な人と特別な時

と

間
き

を過ごせるアイ
テムをご用意しました。

Wing Christmas 2017
■ ウィング

小説家デビュー 30周年を迎えた折原
みと先生のトークショー＆サイン会を
開催します。4 月に発売された長編小
説『幸福のパズル』（講談社）は、葉山
が舞台。小説の執筆秘話と葉山をめぐ
るトークをお届けします。 
■日時／12月16日（土）11:00〜（受付開始10:30）■会場／10Fヴァ
ンケットルーム「リヴァージュ」  ■募集人数／先着 50名さま（京急百貨
店6F八重洲ブックセンターにて、「講談社刊行の折原みと作品」をご
購入の方） ■お問い合わせ／045-848-1111（京急百貨店代表）

折原みとトークショー＆サイン会
■ 京急百貨店

「三世代家族団らんおせち」や
国産素材のおせち、お子さまが
大好きな肉料理を盛り込んだお
せちなど、家族の様々なシーンに合わせた料理を取り揃え
ました。新年を彩る華やかなお祝い膳をご堪能ください。

おせち料理 2018
■ 京急百貨店

■ご予約承り期間／12月25日（月）まで （オンラインショップ吉日屋の
ご予約承りは12月24日（日）11:00まで） ■会場／ B1F おせちご予
約カウンター  ■お問い合わせ／045-848-1111（京急百貨店代表）

■点灯期間／12月 25日（月）まで ■点灯時間／ 17: 00〜23: 00 
■アクセス／横浜駅東口より徒歩約 3 分 ■お問い合わせ／045-
465-2611（横浜新都市センター㈱ 営業第一部）

ロマンチックなクリスマスを過ごすな
ら、横浜へ。横浜駅東口・はまテラス
では、イルミネーションの光により星
がきらめく夜空を演出します。

横浜駅東口の「星降るテラス」
～星に願いを～

■ 横浜スカイビル・横浜新都市センター

今年の京急オリジナル年賀はがきは、
けいきゅん、京急の電車のデザインの
3種。10枚まとめてご購入いただくと、
抽 選で合計120名さまに「けいきゅ
ん QUOカード」が当たります。

2018年「京急オリジナルお年玉年賀はがき」
■ 京急電鉄

■販売所／セブン-イレブン京急 ST 店、京急ステーションストア、
京急グッズショップ「おとどけいきゅう」各店 ※一部店舗を除く 
■価格／ 1 枚 70円 ■お問い合わせ／ 03-5789-8686（京急ご案
内センター）※販売数には限りがございます。

2016年、京急では「未来へ広げる、
この沿線の物語」をテーマに、小説コ
ンテストを開催。受賞5作品を『なぎ
さ 京急創立120周年記念 特別号』
として刊行しました。沿線の情景を思
い浮かべながらお楽しみください。

■ 京急電鉄

■詳細／京急電鉄 HP（http://www.keikyu.co.jp/）※作品や配布
場所もご確認いただけます。各駅での配布は行いません。

なぎさ 京急創立120周年記念 特別号 刊行

イメージ

イメージ

©講談社
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www.keikyu.co.jp
「京急沿線マガジン」バックナンバーは、京急電鉄オフィシャルサイト「KEIKYU WEB」でお楽しみください。

制作／ noi 株式会社　Editor in Chief ／殿井悠子（3）　Editor ／中野幸子（10、12）　校正／竹内映子　Designer ／安田和樹　　

2018年に60周年を迎える東京タワーと、樹齢60年、都内
最大級のモミの生木が、 オレンジ色に輝く空間をつくります。
●☎ 03-3433-5111 ●場 東京タワー正面玄関前広場 ●営 16:00～
23:00／2018 年2月28日（水）まで大門駅

のりかえなしで
都心へGO!
都営浅草線

開放感のあるバス「KEIKYU OPEN TOP BUS」で
雄大な田園風景を巡った後は、「ベイクルーズ葉山Ⅱ」
で三崎から葉山の夕暮れどきをクルージング。夕食
は、地元の新鮮な食材を堪能できるレストラン「ラ・
マーレ」で。三浦半島の魅力が詰まった贅沢ツアーです。

「KEIKYU OPEN TOP BUS」乗車と
夕暮れマジックアワークルージングで
三浦半島周遊 ※写真はイメージです。

東京タワー
ウィンターファンタジー

■開催日／2018年2月1日（木）※荒天中止 ■集合場所と時
間／「三崎口」駅改札の外に13:00 ■コース／「KEIKYU OPEN 
TOP BUS」で三崎口〜城ヶ島（約45分）〜うらり（お買いもの・
周辺散策 約60分）〜「ベイクルーズ葉山Ⅱ」乗船・三崎〜葉山ク
ルージング（約60分）〜葉山「レストラン ラ・マーレ」にて夕食（約
90分）〜現地解散。解散後は、各自京急バス等をご利用の上お
帰りください。■募集人数／40名さま（最少催行人員30名）
■ 料金／ 9,000円（お一人さま）■お問い合わせ／03-5767-
9717（平日9:30〜18:00／京急観光） ※詳しい旅行条件を説明し
た書面をお渡しいたします。ご確認の上、お申し込みください。

羽田空港や品川、横浜方面へのアクセスが良好な京急
空港線エリア。この冬、「京急ストア」が、ベーカリーカフ
ェ「パン工房 ベルべ」とコーヒー豆・輸入食品「カル
ディコーヒーファーム」の 2店舗とともに、空港線糀谷
駅の高架下に誕生しました。青果や 総 菜などが 揃う、
小型 店ながら必要なものが短時間で手に入る店舗を
目指し、単身者や共働き世帯など、様々なライフスタ
イルをサポートします。

京急ストア糀谷店12月1日（金）オープン
■ 京急ストア

■営業時間／京急ストア 10:00〜22:00（土・日・祝日は 21:00 ま
で）パン工房ベルべ 9:00〜21:00 カルディコーヒーファーム 10:00
〜20:00 ■アクセス／「糀谷」駅改札正面 ■お問い合わせ／ 0120-
34-0453（10:00〜18:00 ／土・日・祝日を除く）

イメージ

次号は2018年2月1日（木）発行予定です

PRESENT
なぎさ 京急創立120周年記念 特別号   20名さま

締め切り12月18日（月）必着
※当選者の発表は、賞品の発送を
　もって代えさせていただきます。

宛先／〒 108-0074 港区高輪
3-25-23   京急第2ビル 3F

（株）京急アドエンタープライズ  
『なぎさ』606号 プレゼント係

はがきに ① 郵便番号・住所・電話番号、②氏名・年齢、③本誌の入手場所、
④今号で面白かった記事、⑤本誌デザイン・内容についてのご感想、をご記入
のうえ、ご応募ください。※ご応募いただいたお客さまの個人情報は、アンケート
の集計および賞品の発送以外の目的で使用することはございません。
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（平日9:00〜19:00 土・日・祝日9:00〜17:00）

京急線の時刻や運賃など京急に関するお問い合わせは

※営業時間は変更になる場合がございます。
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